
こ
の
制
度
は
、
※

生
物
由

来
製
品
を
適
正
に
使
用
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
製
品

を
介
し
た
感
染
な
ど
に
よ
り
、

入
院
が
必
要
な
程
度
の
疾
病

や
障
害
な
ど
の
健
康
被
害
を

受
け
た
方
に
対
し
て
救
済
給

付
を
行
う
も
の
で
す
。
感
染

後
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め

の
治
療
や
二
次
感
染
者
な
ど

も
救
済
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
16
年
４
月
１
日
以
降

に
使
用
し
た
生
物
由
来
製
品

を
介
し
た
感
染
等
に
よ
る
健

康
被
害
が
救
済
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※

生
物
由
来
製
品
と
は
、
人
そ
の
他

の
生
物
（
植
物
を
除
く
）
に
由
来
す
る

も
の
を
原
料
ま
た
は
材
料
と
し
て
製
造

さ
れ
る
医
薬
品
や
医
療
機
器
な
ど
で
す
。

例
え
ば
、
医
薬
品
で
は
輸
血
用
血
液
製

剤
や
ワ
ク
チ
ン
な
ど
、
医
療
機
器
で
は

ブ
タ
心
臓
弁
や
ヘ
パ
リ
ン
を
塗
布
し
た

カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
様
々
な
種
類
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

救
済
給
付
の
請
求
は
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

給
付
の
請
求
は
、
健
康
被
害
を

受
け
た
本
人
ま
た
は
そ
の
遺
族
が

直
接
、
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機

構
に
対
し
て
行
い
ま
す
。
そ
の
際

に
医
師
の
診
断
書
や
投
薬
・
使
用

証
明
書
、
受
診
証
明
書
な
ど
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※

生
物
由
来
製
品
感
染
等

被
害
者
救
済
制
度
は
、
独

立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
法
（
平
成

14
年
法
律
第
192
号
）
に
基

づ
い
た
公
的
な
制
度
で
す
。

心
臓
の
弁
は
、
血
液
が
常
に
一
定

方
向
に
流
れ
る
よ
う
に
開
閉
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
弁
膜
症
と
は
心
臓

に
あ
る
４
つ
の
弁
（
大
動
脈
弁
・
僧

帽
弁
・
肺
動
脈
弁
・
三
尖
弁
）
の
い

ず
れ
か
、
も
し
く
は
複
数
が
正
常
に

機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態

の
事
を
言
い
ま
す
。

弁
の
１
つ
で
あ
る
大
動
脈
弁
は
心
臓
（
左
心
室
）

と
大
動
脈
の
間
に
あ
り
、
酸
素
を
十
分
に
含
ん
だ
血

液
を
全
身
に
送
る
為
に
機
能
し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
「
検
査
の
基
本
」
を
み
て
ね
♪
）

弁
膜
症
に
は
弁
が
石

灰
化
や
動
脈
硬
化
で
固

く
な
っ
て
し
ま
い
大
き

く
開
か
な
く
な
る
大
動

脈
弁
狭
窄
症
が
あ
り
、

お
も
に
リ
ウ
マ
チ
・
加

齢
に
よ
る
石
灰
化
、
ま

た
、
ニ
尖
弁
（
先
日
、

武
田
鉄
矢
さ
ん
が
手
術
し
た
の
が
こ
の
ニ
尖
弁
で
す
）

で
も
見
ら
れ
ま
す
。
最
近
で
は
食
生
活
の
変
化
に
よ

り
動
脈
硬
化
に
よ
る
狭
窄
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
超
音
波
で
見
る
と
弁
が
白
く
厚
く
見
え
、
硬

く
な
り
動
き
が
悪
い
の
が
判
り
ま
す
。
弁
が
ど
の
位

開
い
て
い
る
か
弁
口
面
積
の
測
定
、
狭
窄
し
た
弁
を

流
れ
る
血
流
の
速
さ
、
圧
力
を
計
測
す
る
事
で
心
臓

に
ど
の
位
の
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
る

事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
弁
が
し
っ
か
り
と
閉
じ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
血
液
が
逆
戻
り
し
て
し
ま
う
の

が
大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全
症
で
す
。
原
因
は
リ
ウ
マ
チ
・

ニ
尖
弁
・
感
染
性
心
内
膜
炎
で
の
弁
異
常
の
他
に
大

動
脈
の
疾
患
で
、
マ
ル
フ
ァ
ン
症
候
群
や
大
動
脈
炎

症
候
群
な
ど
に
よ
る
弁
輪
の
拡
大
で
起
こ
り
ま
す
。

超
音
波
で
は
逆
流
の
方
向
や
大
き
さ
を
見
る
事
が
で

き
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
十
分
な
血
液
を
送
る
こ

と
が
で
き
な
い
為
、
進
行
す
る
と
大
き
く
負
担
が
か

か
り
心
臓
の
壁
が
肥
厚
し
た
り
、
心
室
の
拡
大
が
見

ら
れ
ま
す
。
治
療
法
と
し
て
は
、
弁
の
形
成
手
術
、

ま
た
は
人
工
弁
置
換
の
手
術
が
あ
り
ま
す
。
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チェック！

犬、猫は震度５以上で予兆行動？！

大地震発生の前後に動物がとる異常
行動を分析し、地震予知につなげる研

究が進められているらしいです。麻布大獣
医学部の太田教授によると、「犬や猫の優
れている点は震度５以上にしか反応しないこと」。

でも我が家の犬は、いつも不可解な行動を
とっているのですが…

編
集
後
記

大動脈弁（Ａｏｒｔｉｃｖａｌｖｅ）

この弁は同じ大きさの３つの弁尖（左冠尖、
右冠尖、無冠尖）からなり、ポケット状になっ
ています。閉じるとＹ字型になります。この
弁が先天的に二尖しかない場合をニ尖弁、逆
に四尖あるときは四尖弁といいます。大動脈
弁口面積正常値は、３～４ｃｍ です。

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
一
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
噴
火
湾
や
道
南

に
も
巨
大
地
震
で
津
波
が
来
る

可
能
性
が
高
い
と
の
予
測
も
あ

る
と
か
（
１
月
26
日
北
海
道
新

聞
）
。
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
来
る
。
過
去
の
地
震
を
教
訓

に
普
段
か
ら
地
震
に
対
す
る
備

え
を
し
て
お
く
べ
き
で
す
ね
。

マイコプラズマ肺炎はウイルスと細菌の

中間に位置する病原体であるマイコプラズ

マ・ニューモニエの感染でおこる肺炎です。

従来、流行は４年ごとの周期性を示して

いましたが、最近はこの傾向が崩れ毎年地

域的に小流行を繰り返すようになってきま

した。主に幼児から学童、高齢者にも感染

がみられます。多くは不顕性感染または軽

症です。潜伏期は２～３週間です。熱発で

発症し、長引く、しつこい乾いた咳が続き、

咳は早朝や夜間に強くなる特徴があります。

当院では血清中のマイコプラズマ抗体

（ＰＡ法）を測定しており、単一血清では

３２０倍以上、ペア血清では４倍以上の抗

体価の上昇を認めた場合に診断できます。

ただし、小児で

は３２０倍以上

で数ヶ月間続く

場合があり、単

一血清での解釈

には注意が必要

です。経過は一

般に良好とされ

ています。
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